
別記様式第 4号 

会 議 等 結 果 報 告 書 

会議区分 会 議 ・ 打合せ ・ 協 議 
文書番号 1870 

決裁期日 令和８年３月３１日 

名 称  令和 7 年度第３回介護保険事業運営協議会・地域包括支援センター運営協議会 

日 時 令和８年３月３０日（月） １５時００分から１６時２５分 

場 所  保健福祉総合センターかみん ２階研修室 

出席者 

大場会長、水島委員、山谷委員、谷口委員、大村委員、羽賀委員、前原委員、角

波委員 

三好課長、飯村主幹、加藤施設長、赤石介護支援専門員、髙田主査、田中主査、

瀬川主事、梅津保健師、石和社会福祉士 

計１７名 

内 容 

 令和 7年度第 3回介護保険事業運営協議会・地域包括支援センター運営協議会

を開催しました。内容については下記のとおりです。 

 

〇委嘱状の交付：民生児童委員協議会役員改選に伴う異動関係 

 水島睦子委員（R7.12.1～） 

〇大場会長あいさつ 

 

議 題 

１.令和 7年度介護保険サービス種類別保険給付実績（見込）について(資料 1） 

別紙資料１のとおり飯村主幹より説明。全体でみると執行率 99％とほぼ計画ど

おりの給付実績となった。訪問介護は在宅を希望する世帯が増えたと考えられ

る。訪問リハが実績減少しているが、通所リハの利用が増えており、訪問より通

所を希望する人が増えていると考えられる。ショートステイは、農繁期の利用は

多いものの、全体として利用者が少なかったためと考えられる。住宅改修実績が

計画からみると乖離しているが、ケアマネジメントするなかで住宅改修が必要と

なる利用者が少なかったためと推定する。老健は、入院後すぐの帰宅が困難で、

リハビリのために老健に入所、その後在宅に戻る利用者が多くなり増となったと

推定する。医療院は、32 床から 40 床に増やしたことから増を見込むが、増床に

見合った利用がなかったため減少したと考える。その他、町内に無いサービスの

増減あるが、１人あたりの利用があるかないかで実績に変動があるため推計が難

しい。 

２.令和 8年度上富良野町介護保険特別会計予算概要について（資料 2） 

 別紙資料２のとおり髙田主査より説明。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.上富良野町介護保険条例の一部を改正する条例について（資料 3） 

 別紙資料２のとおり飯村主幹より説明。 

４.上富良野町高齢者施設経営改善にむけた伴走型支援業務業務実施報告書（資料

4） 

別紙資料４のとおり加藤施設長より説明。 

【谷口委員】改善をしたとしても経営がプラスになることはないとみている。町

には他にも施設があって特養がある。１０年２０年のスパンで考えたときに町の

施設全体を守るための方針を示してほしいと思う。 

【三好課長】ラベンダーハイツについては、現在赤字運営であり、施設の老朽化

により１０年も経たないうちに現在の施設は廃止となるであろうと見込まれる。

改善により建て直して新しい施設を運営したとしても赤字運営となると見込まれ

る。町として何人入所できる施設があればいいのか、新施設の建設ではなく他市

町村の施設への利用をお願いしていくのか等、様々な内容を検討する必要がある。

どのような施設を建てるとしても黒字運営は厳しいと考えるが、少しでも安価な

運営、さらには国や道の助成を受けながら継続した施設運営をしていくのか。施

設がなくなれば町民が町外へ行き、そうなれば町の人口が減る。上富良野町に住

み続けたい町民の思いもある、それらを踏まえて委員のみなさまからご意見をい

ただきながら方針を決めていきたい。 

【大場会長】このような内容を検討しなければならない現状にさみしさを感じる

がとても重要なこと。町全体の介護保険をどうしていくか、利用者や施設従事者

の視点からもどのようなことが必要か、内容や方向性はこれから決めていくこと

になる。 

５.第 10 期介護保険事業計画の策定について（予定）（資料 5） 

 別紙資料５のとおり飯村主幹より説明。在宅介護実態調査について、認定調査

の際に聞き取りを実施しており、時期を絞ると聞き取り件数が少なくなってしま

う。前回計画策定では６月に実施したが、４月中に整えて早めの段階で実施でき

るよう進める。 

６.在宅福祉事業委託料の推移（資料 6） 

別紙資料５のとおり飯村主幹より説明。本事業の予算収支について、R3 年度か

ら比較すると、町負担額が 2,000 万円ほど大きくなっている。これまで、サービ

ス利用料を変更してこなかったが、物価高騰などにより経費は年々上がっており、

町負担が増え続けている。R6 からは過疎債も充てており、今後もこの状態が続け

ば本事業の運営継続は困難なものとなる。第 10期介護保険事業計画策定のタイミ

ングに併せ、在宅福祉事業委託料、特に利用者負担金については検討していかな

ければならない。 

７.その他 

 令和 8年度第 1回を 5月中に開催予定。 

 

○閉会 

 閉会後、令和７年度認知症初期集中チーム検討委員会を開催し、活動報告、事

例検討を受け、今後も各機関との協力連携や地域全体での見守りの必要性につい



て確認し、課題解決について取り組んでいただくよう業務を評価した。 

※認知症初期集中チーム検討委員会の構成員は、上富良野町認知症初期集中支援

事業実施要綱第８条により、介護保険事業運営協議会委員で構成し、業務評価を

行うこととなっている。 

 


